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１．電力需給検証の体制図

電力需給対策
を決定

電力需給見通
しを検証
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第4回
３/３１
（月）

第5回

政府で「２０１４年度夏季需給対策」を決定

第6回
以降

○２０１３年度冬季需給実績の報告
－需要面（節電対策など）
－供給面（トラブル状況など）
○２０１３年度冬季取組の実態把握
－電力会社からのヒアリング
＜北海道電力＞

○２０１３年度冬季需給検証のまとめ
○２０１４年度夏季需給見通しの整理・検証
－需要面（節電見込みなど）
－供給面（定期検査の調整など）
○２０１４年度夏季需給見通しの実態把握
－電力会社からのヒアリング
＜関西電力、九州電力＞

○２０１４年度夏季の需給見通しのまとめ

報告案の検討・取りまとめ

２０１３年度冬季の
需給検証等

２０１４年度夏季の
需給見通し
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２．検討項目について
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３．電力需給の検証に関する主要論点の例

供給面

○供給力は、想定したものと比べてどうであったか。

○火力は、どの程度の供給力であったか。供給に重大な影響を与える計画外停止等の状況はどうか。

○水力や再生可能エネルギーによる供給力はどうか。過大又は過小の見通しとなっていなかったか。

○供給面でどのような取り組みがなされたか。

需要面

○２０１３年度冬季の需要は、定着節電の目安と比べてどの程度減少（2010年度比）したか。
○需要減少は分野によってばらつきはあるか。需要減少となった主な要因は何か。

○今回の節電要請は、社会経済活動にどのような影響を及ぼしたか。

○いわゆる定着節電がどの程度進んだか。

○需要対策としてどのような取り組みがなされたか。

【２０１３年度冬季の需給の検証】

供給面

○火力の定期検査、計画外停止等による影響はどの程度か。

○長期停止・被災火力の再稼働、緊急設置電源等による出力増、自家発からの購入増、再生可能エネ

ルギーの更なる供給等による供給力の増加は見込めるか。

○電力融通の見込みはどうか。

○大規模の電源脱落リスクについてどのように考えるか。

需要面

○２０１４年度夏季の経済見通し、気温影響の見込みはどうか。

○いわゆる定着節電をどの程度見込むのか。

○需給調整契約など需要サイドの対策の見込みはどうか。さらなる工夫の余地はないか。

【２０１４年度夏季の需給見通し】


